
陸奥湾問岸における海岸侵食について

前i 坂正人

I はじめに

食は砂の供給と流出のバランスが崩れたときに生じるものである c 黒田としては以下の

3つが考えられる O ①供給源となる河川の改修あるいは土砂の採tfι 乞構造物を設置することに

ようで，供-絵土砂の流出を妨げる場合。③記録的な暴風浪等によりけずりとられる場合。石井・.. 
(197引によると，我が昌の海岸報は人工的行為や自然、現象の変化なども受け多くの海岸で

られ， f量食面接は全出で年嵩140haとなっている C

においては侵食の目;立った地域として

通称“青森海陸刊は過去にお

いて，年に 1m在度の侵食を受けてきたとい

われ，吉くから種々の母食訪止対策が試みら

れてきた。しかし，石援や投下ブロックなど

な施設は一度の暴拡i良などにより淀き

オしるという止犬;兄であうた。この地J或{ま， 8g千百

があ;ずられる~ 1 ) c 

<1:手とが2予ユ1d<T

1):J  -l:> hm 等;菜種

国 1.鹿賀粒径の水深方向分布図

(建設省資料より作成)

37年度から をうけている地域であるつ

本論は 'における浸食票田と，海産浸食の地域差を

6 

ることを目的とする。



11 調査対象地域と調在万法

調査対象地域は，青森市の西田沢~平舘村の野毘に来る総延長約28kmの通事1~ “主森海岸"て、、あ

る。調査方法として，西田沢，郷沢，平舘の 3か所における観測所資料をもとに，風向特性，波

浪特性を調べ，更に精工前{昭和23年~昭和36年)と着工議(昭和36年~昭和49年)の侵食状況

を200mおきに調べた変化図ょっ，地域差を調べた。

III 海底地形特性

“青森海岸刊は陸奥湾問方に{立遣し，北端の平舘村は平舘謀議実に面している乙等j菜締罰(図 1) 

によると，西国沢~広瀬聞で{土砂諜海岸であり水深 5mまでの勾配が1/50-1/70と緩し塩越~

野田開では喋質海岸であり水深 5mまでの勾配は1/25と急である c

間 lの右mlJは水深10m以浅を対象とした議案粒径の水深方向分:(ffである c 西関沢~広瀬間(阻

のA，B， C)では罰ね，

j菜くなるとともに

組砂の範閤内にある。塩越~野期間{留のE，D)では水深が

きくなる頻向があるが， f患の地域は水深方向への変化は小さい。

W 波浪特性

では西田沢観測所，子舘観測所において，波浪( -器類)および、風(

)の観測がされている。西田沢，平舘の観測波による， 自殺大有義j皮肉・毘期の出現頼度を

示した(表 1)。静穏、が平舘で辻西田沢では79%あり，波高 1m以上の出現率iム平舘が

3.8匁，西岡沢は0.3%となっている。毘期が8秒以上の読は，平舘では1.5%あるが，西自沢でい

は出現していない G この違いはうねりによる違いである O

v ~皮向特性

波向;ま郷沢観測所において観測されている O j皮向出現頻度を示した{表2)。観測され

たj皮向のうち真東からの波がを占め，次に東北東からの波がと，東から

をおめることがいえる O

j葦!訟の を見ると(表 3) ， おける海風の出現頻度は，東北東~東高東の臓がお

%をrlJめ， J乳速10m以上の強患では以上となり， ~.皮向の J.- い点

で-i文すると考えら紅る O 西田沢においては，風速10m未満の風向にばらつきがあるが，民連10

m以上の強風においては干舘開様， 東北東~東南東の風が鉛宅金以上を L1lめ波向と一致すると言える C

以上の資料結巣より， “青森議牢"は地域差;まあるとしても，全体に東からの患により風械が

され，東北東~東南東方向の波が一年を通じて在ち寄せてくるといえる

VI 地域別侵食状況

侵食状況を地域開に見て行く(1:Rl2に塩越地域までの汀識変化簡を示した)。昭和23-

年の変化図では10m を受けた地域として，郷沢地域と堪越地域があり， 10m未満の設

m 
( -



表 1.日最大有義波高，周期の出現頻度

平舘(昭和39年~昭和58年)
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西田沢(昭和40--昭和58年)
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表 2.郷沢観測所における季別波向出現頻度(昭和54年--58年)
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食では，内真部地域，広瀬地域，磯山地域，今津地域，表 3.海風の頻度特性{昭和54.......58年)

野自地域がある。漁港内において-10m以上の変化が

見られるが，これ辻漁港建設のための土砂の抹掘や，

;埋め立てなど本論の目的にそわないので除外した O

次に員食の著しい地域を中心に昭和36年を境に，昭

和23年~昭和36年を着工乱昭和36年~昭和49年を着

として役食状況を見た。議工前は，後潟~阿弥陀

I11問を除き全般的に侵食を受け，特に凶中 a

辺 bの六枚楊毘辺 cの山自周辺， dの磯ノ山間辺

で著しいことがわかる。

着工f去の変化を見ると侵食地域が極端に少なくなり，

地積地域が増加していることがわかる。

地域にかけ約 0-5mが最も多く， 10m以上の琵食は

西田沢地域;二見られるだけである。

著工後の特散は，昭和36年度に

定を受け，堤陪・突堤・離岸堤が設置されたためで権

岸保全施設が主国であると考えられる O

j緩!訟の出現苧♂ 36.4% 海!氏のt.B現率 33.3% 

西田沢

より)

唱和的年以降の侵食状況は，地元住民への開き取り調棄によると，堤防前の前浜において多少

の侵食・土佐横{まあるとしても著しいものではなし暴j良による被害も:まとんどないということで

ある。海岸保全雑誌の危険性として豊島(1982)U:，天然の砂浜海岸に境拐などの海岸構造物を

新設することにより，以前は砂浜で白熱に消滅していた波がこれらの構造物lこ当り反射され，戻

り流れが増大し漂砂の移動を促進させ汀線の後退に拍車をかけ，ついには堤防の破壊をまねく伊IJ

を挙げている。このことを青森工事事務所関係者に聞いたところ，現在において堤防のみの設置

はiまとんどなし消法堤・投下ブロック・離岸堤など複数の組み合せで汀線を維持しているとい

うことであった。以上より着工後における汀線の変化ははとんどなし没食はほぼないと考えら

れる O

在 地域別侵食原因の考

食!京国を までの特性をふまえ しかった地域を中心に るの

底質地形特性によると a，b， c， dの4地域を二つに分けることができる 3 このうちし b， 

Cの3地域は砂貿梅岸であり d地域は礎質海岸である O 砂質海患の母女・堆顛特'1全として砂村

(1987)は，砂質海岸iま暴i長時と静思時の波のf乍用に呼応して侵食と堆積をくり返し，暴浪時に

を受け静穏、時にパームなどの形成により汀線が戻ると述べている O また，岩石海岸について

は，器石海牢で生じる議食患の後退は程期間におけるものであ 1 静穏時の波ではなく暴浪によ

り引き起こされると述べている。こ をもとに考えると a， b，の 3地域において

守一



は砂浜海岸であり均衡のとれる地域でなければならな1，，'0しかし現状辻異なり何らかの常力が勝

るため長食が行われているといえる a. b. c の 3 地点の共通点として漁港の南1~1j，二位置する

ことが挙げられる D 空中写真によると汀線に直角に押びた突堤iこ対し北関に砂が堆積している O

これは調資対象全地域に見られることで.i京砂が沿岸流などにより直下し推概したと考えられる。

以上よりし b. cの3地域は，漁港の海岸播造物により涼砂が止められたため，著しし

を受けたと考えられる。また a地域については，四回沢観副所に近いことより組向持性の而から

も;考察できる。

嵐速10IDIs以上の是正により発生する愚設を侵食の及;ます波，風速101)会未j誌の敢により発生する訊

波を堆積効巣のある j皮と仮定すると，風速10IDIs以上の風は真東が高い説合を占めるため，汀線に

し直角に浸食を受けると蓄える。また風速101写会未満の風は真北~北東と幅が正いため，均簡が

おり広範聞の侵食を持つ点で変色図と一致する。

4地域については短期間に1浸食を受けると考えられ，この地域は持)11による土砂の快給ははと

んどない。
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V聴 率古 ぞ幸之λ

吾朗

内業部

本研究によって得られた結議は以下のとおりで為る。

海岸線

r--一一吋
昭和23年

時和36-"手
L畑一一則醐叫

r--ー・岬剛山岨1

昭和36年

昭和的若手
L園田剛山岨醐d

F削四回目醐岨輔、

器科23-"手

昭和49Sf.:
1-ー醐削酬輔4

2 "1'1 

b一一ι一一一…ー」 一一J

留2.

汀線変化図

“青森海岸"全域に言えることは，東からの風により発生する風波が設食の原田として考えら

れる。なお，野田，今津地域でLt，これにうねりによる役食も加えられるつ

"青森海岸"のうち種田を境として北南両地域で， f受女形態が異なるつ

より，現在汀織変化ははとんど見られない。
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